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庁議の概要 

開催日 平成２７年２月２日（月） 

 

◎項 目 

１ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】 

 

◎内 容 

１ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】 

  総務部が取りまとめた各部局等の今週の動きに関する資料を配付の上、各部局に

よる概要説明及び協議が行われた。 

 

＜主な協議の概要＞ 

○商談会「土佐の宴～高知家の食卓～」について 

（大阪事務所） 

地産外商の取り組みの関連で、先週 1 月 29 日に開催した商談会「土佐の宴～高知家

の食卓～」は、参加者が、関西、中部地区のバイヤー、飲食店関係者など 242 社 406 人

となり、昨年の 150 社 322 人を 92 社 84 人上回り、盛況のうちに無事終えることができ

た。関係部局には大変な協力をいただき、感謝している。今後は地産外商公社とも連携

しながら、県内事業者の取引につながるようフォローを行っていきたい。 

 

○提案型による就農相談会について 

（農業振興部） 

担い手の確保・育成の一つとして、「提案型による新たな担い手の確保」を今週末（2

月 8 日）に東京で開催される新規就農者相談会で行っていくこととしている。これまで

の「農業をやってみませんか」という言い方から、例えば「どこそこで何とかを作って

市場に出してみませんか」という、具体的な内容で提案をして、戦力となる担い手を確

保したいという取り組みである。 

 今回は 16 の提案を準備した。提案型でも大きく 2 種類準備しており、資料の 2 ペー

ジから 4 ページには、春野のキュウリ部会の提案を整理している。春野はキュウリの産

地であるけれども、高齢化が進み産地が縮小している中で、一緒に産地を維持しながら

新鮮な野菜を供給してみませんかという、いわゆる専業農業タイプである。 

 そして、資料の 5 ページ、6 ページというのはそれとは異なるタイプであり、中山間

地域におけるいわゆる半農半Ｘと言われているもので、農業だけでは生業として成り立

たないけれども、例えば看護師とか保育士の仕事とかいったものと組み合わせることに

よって地域への定着が図れないかというセットでの提案である。 

 実際に取り組みを進めていくためには、例えば住居の確保をはじめとするさまざまな

課題があり、いろいろな関係部局にも関わってくると思う。今回 16 の提案も濃淡があ

り、まだまだという部分もあるが、各部局においては、もっと良くなるような提案や協

力をお願いしたい。 
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（知事） 

これは、大変前向きな取り組みだと思うので、しっかりと取り組みをお願いする。移

住促進の取り組みと連携することで相乗効果が上がると思うので、連携をよろしくお願

いする。農業自体への支援が手厚いということと、また移住の一連の取り組みによるサ

ポートもあるという、この 2 つがあることが非常に大きな強みになると思うので、そこ

を 1 つの強みとなるようにしてほしい。 

 

○「高知家の魚 応援店」について 

（水産振興部） 

先週（1 月 25 日・26 日）、関西・関東の「高知家の魚 応援の店」19 店舗が参加し、

宿毛、土佐清水で行った産地見学会について、詳細な取引状況の把握はこれからになる

が、現地では、例えば清水サバやカツオのタタキはすぐ送ってほしいということで、商

談成立となっているところもあると報告を受けている。 

（知事） 

 現地で食べてもらったりもするだろうから、それは感動すると思う。 

（水産振興部） 

 清水サバについては、現地でさばいて食べてもらったようだが、非常に驚いた、大変

な評価だったということを聞いている。後のフォローをしっかりと行い、獲る方もしっ

かりやっていく必要があると考えている。 

 

○今後の業務の進め方について 

（知事） 

来年度の予算編成作業が最終段階となっている。今後、予算が計数的に固まった後は、 

執行に向けていかに中身を充実させるか、できる限りあらかじめどういう手順で仕事を

進めていくかということを想定しておくことは非常に重要なことだと思う。業務を速や

かに執行できるようにするためにも、なにより県民の皆様への説明責任という観点から

も非常に重要なことだと思うので、もう一段深度を深めた検討を進めていただきたい。

特に今年は、新しい分野に踏み込んでいこうという内容のものが多いので、それだけに

よく詰めておく必要があると思うので、よろしくお願いする。 

 2 点目として、そういうことであるからこそ、県庁としてどういう意図でもって何を

しようとしているかということについて、分かりやすく県民の皆様に説明をするという

ことが非常に大事だと思う。2 月 17 日の予算の記者発表に向けて、まずその記者発表資

料を分かりやすいもの、メッセージが伝わりやすいものにするということに大いに注力

をしてほしい。 

 次に、少し開会まで時間はあるけれども、議会に対する準備も進めていただきたい。

いろいろと大きな課題にチャレンジしている分、いろんな側面からの吟味をいただくこ

とになると思うので、準備をよろしくお願いしたい。 

 


